
 

 

長崎県知事賞 

魅力ある経営体部門 技術・担い手の部 

 

１．取り組みの概要 

 ①平成 27 年から本格的にマアジ養殖を開始し、米国の日本料理店やレストラン等での提

供方法や嗜好等の調査に基づき、大型かつ高脂肪の米国人のニーズに応じた生産方法を

確立させ、現在では県内の米国向け養殖マアジの約 7 割以上を供給する安定した生産体

制を実現している 。 

 ②平成 29 年度に「奈留地区マアジ養殖産地協議会」を設立、会長に就任し、独自の養殖

技術の指導・普及に努め、奈留島内養殖業者の相互協力により、需要が増えつつある米

国輸出向けに周年供給できる産地形成に尽力している 。 

 

２．受賞理由 

 ①県内において大規模養殖の実績がなかったマアジに着目し、海外ニーズに応じた品質で

の安定的な生産方法の確立・輸出拡大に成功させたことが高く評価された。また、「花美

鯵」ブランドとして、現地の料理人やバイヤーからも高い評価を得ている。 

 ②自らの取組にとどまらず、島内養殖業者への技術指導・普及に取り組み、米国輸出向け

養殖マアジの産地形成推進に貢献するとともに、積極的に技術の開発や向上に取り組む

姿勢は地域養殖業者の模範となっている。 
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市 町 名：五島市 

主な取組：米国で評価される高品質マ

アジ養殖技術の開発 


